
鹿妻小学校からのメッセージ

担…任　萩原…学…先生

　復興マップも 2 年目を迎えました。昨年の 4 年生と同じように町歩きをして，マッ
プを作り上げました。みんなは先生たちが気付かない町の変化を見つけてくれまし
た。そしてそれを立派にマップに表すことができました。インタビューにも取組み，
地域の人とふれ合うことで，地域の人の願いや自分なりの思いも持つことができま
したね。昨年との違いを指摘したり，地域の人たちの良さに気付き，これからの鹿
妻の発展につながっていくと先生は確信しています。次の学年の活動にも，関心を
持って見守っていってほしいと思います。

教務主任　千葉…宏樹…先生

　今年も「鹿妻復興マップ」が出来上がりました。マップを眺めながら，私はこの
四年間に流れた時間を考えていました。
　今年の四年生は震災の時はまだ鹿妻小に入学していませんでした。二週間遅れの
入学式。鹿妻のまちは「復興」という言葉が遠くに聞こえるような状況でした。あ
れから四年。ここまで来られたのは，鹿妻を愛する地域の人，それを支えてくださっ
た人の力だと思います。
　そのバトンを受け継ぐのは子どもたちです。そんな思いの詰まった復興マップ。
未来に続く復興マップ。手のひらで優しく包み込むように読んでほしいと思います。
　最後に，今年もご協力いただいた大学関係者の方々に心から御礼申し上げます。

担…任　本郷…真哉…先生

　震災から 3 年が経ち，徐々に記憶が薄れていく中で，「復興マップづくり」に取
組んだことは，みんなにとっていい機会になったと思いました。漠然と覚えている
震災前の鹿妻地区の様子と現在の様子を頭の中で比べても，復興の様子はなかなか
感じられません。実際に自分の足で歩き，目で見たり，耳で聞いたりして初めて気
付くことが多くあったと思います。活動が進んでいくにつれて，感想の内容がより
具体的なものへと変化し，震災や復興に真剣に向き合っているみんなの姿から成長
を感じました。
　今回の「復興マップづくり」の活動で感じたこと，考えたことを大切に，これか
らの復興にも目を向け，生活していってほしいと思います。

2013 年度鹿妻復興マップ活動のまとめより抜粋

（以下 , 所属・学年等の情報は 2017 年 3 月当時のものとなります）

教…諭　高橋…章哲…先生

　本校では，震災で傷ついた地域を子どもたちが嫌いにならないよう，そして被災体験を乗り越えて前向きに
復興を捉えられるようにとの願いを込めて平成 24 年度から 4 年生で「復興マップづくり」に取組んできた。主
目的は，児童が危険から逃れるためだけではなく，地域の地理的な条件・環境等を理解し，状況に応じて的確
に判断し行動できる力を身に付けさせることと，復興の力強い息吹を感じ，地域の未来に展望をもたせること
である。成果は，大人では見落としがちな危険箇所を指摘したり，山に近い地域と海岸に近い地域では津波の際，
違った避難行動をとらなければならないと考えたりできるようになってきたことがあげられる。

　石巻市立鹿妻小学校の「地域復興と防災を考える～鹿妻復興マップづくりの実践を通して～」の取組みは，平成 28 年度
ぼうさい甲子園で「はばたん賞」を受賞しました。同賞は「兵庫県の震災復興のマスコット「はばたん」にちなみ，阪神・
淡路大震災以降に被災した地域にエールを送るため，これら地域を対象に被災の経験と教訓から生まれた優れた活動に贈ら
れる賞です。［ ぼうさい甲子園▶ www.npo-sakura.net/bousai-koshien/ ］

4 . 終わりに
石巻市教育委員会からのメッセージ

　平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災。マグニチュード 9.0 という大規模な地震と巨大津波が未曽有の被害をもたらし，
私たちの石巻市は，被災地の中で最も大きな被害を受けました。そのような中で，子どもたちの前向きな姿勢とキラキラした
瞳は教育に携わる者への希望であり，また光でもありました。
　平成 24 年度から石巻市立鹿妻小学校をかわきりに 2 年間，「災害で傷ついた地域の中においても地域の魅力を子どもたちの視
点から再発見する」を目的に，「復興マップづくり」が始まっていきました。
　平成 26 年度は，津波被害の影響で校舎を離れていた石巻市立渡波小学校，石巻市立湊小学校，石巻市立湊中学校の 3 校が，
元の校舎に戻り，地域とともに学校の再建を進めていく中で「復興・防災マップづくり」に取り組みました。
　さらに，平成 27 年度は，石巻市立住吉小学校，石巻市立中里小学校，石巻市立住吉中学校において，街歩きやインタビュー
を通して復興の様子を自分達の足で，目で見て感じながら，防災について改めて考える有意義な機会となりました。
　平成 28 年度は，被害の少なかった内陸部の石巻市立和渕小学校，石巻市立鹿又小学校，石巻市立河南東中学校が「地域を防
災の視点で見つめ直す」を目的に取り組みました。
　平成 29 年度は，石巻市立中津山第一小学校，石巻市立桃生小学校，石巻市立桃生中学校，30 年度には石巻市立前谷地小学校，
石巻市立北村小学校，石巻市立河南東中学校が歴史と地形を関連付けた地域学習に取り組むなど，地域に対する愛着や安心・
安全への関心を高めたり，地域の良さや魅力を再発見したりする学習を展開しました。
　この度，「復興・防災マップづくり～実践に関する手引き～」が東北大学災害科学国際研究所防災教育国際協働センター監修
の下，改訂されたことは，「復興・防災マップづくり」のさらなる普及を目指すにあたり，大変参考となるものです。
　結びに，これまで実践していただいた各校の関係各位に感謝申し上げるとともに，手引きを活用した「復興・防災マップづくり」
を推進してまいりたいと考えております。
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謝　辞
　本参考資料の作成にあたり，平成 30 年度「未来へつなぐ学校と地域の安全フォーラム～多様な協
働をとおして～」の新企画の一つであるワイドビジョントーク「豊かな防災教育のために関係機関や
世界とつながる」における国土交通省東北地方整備局の西尾　崇企画部長らとのディスカッションや，
平成 30 年度「石巻市学校防災フォーラム～学校と地域，行政が連携した学校防災体制の強化～」に
おけるパネルディスカッションを通して，多くの示唆を得ました。また，第 10 回震災対策技術展（東
北）における国土地理院東北地方測量部（和田弘人）によるセミナー「国土地理院が提供する防災地
理空間情報～ “ 地理院地図 ” を使って身近な災害を想像してみよう」から有益な知見を得ました。関
係のみなさまに感謝の意を表します。
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「復興・防災マップづくり」実践の手引き 〜郷土の自然と暮らしを知るために〜

初　版　平成 29（2017）年 3 月
第 2 版　平成 31（2019）年 3 月

【監　修】
東北大学災害科学国際研究所　防災教育国際協働センター

【作成者】
東北大学災害科学国際研究所　　教　　　授　佐藤　　健（防災教育国際恊働センター長）
東北大学災害科学国際研究所　　研究支援者　北浦　早苗
東洋英和女学院大学　　　　　　准　教　授　桜井　愛子（防災教育国際恊働センター副センター長）
山形大学大学院教育実践研究科　教　　　授　村山　良之 

【協　力】
石巻市教育委員会・石巻市学校防災推進会議

「復興・防災マップづくり」実践校の教員・児童・生徒・地域の皆さん

石巻市立鹿又小学校
石巻市立鹿妻小学校
石巻市立北村小学校
石巻市立住吉小学校
石巻市立中里小学校
石巻市立中津山第一小学校
石巻市立前谷地小学校
石巻市立湊小学校
石巻市立桃生小学校
石巻市立渡波小学校
石巻市立和渕小学校

石巻市立河南西中学校
石巻市立河南東中学校
石巻市立住吉中学校
石巻市立湊中学校
石巻市立桃生中学校

（小中学校別　50 音順）



「復興・防災マップづくり」
実践の手引き

第2版

～ 郷土の自然と暮らしを知るために～

監修 : 東北大学災害科学国際研究所　防災教育国際協働センター

【問い合わせ先】
東北大学災害科学国際研究所 ▶ http://www.irides.tohoku.ac.jp/
防災教育国際協働センター ▶ http://drredu-collabo.sakura.ne.jp
〒 980-0845　仙台市青葉区荒巻字青葉 468-1-S304
TEL: 022-752-2106　　FAX: 022-752-2105
E-mail: drdm1@irides.tohoku.ac.jp
復興・防災マップづくり HP ▶ http://drredu-collabo.sakura.ne.jp/mapping

　本冊子（改訂版）は，東北大学災害科学国際研究所共同研究「学校・地域・行政の協働による地域防災力向上
のための防災人材育成モデルの開発 ～宮城県石巻市における『石巻モデル』構築に向けて～」（代表：村山良之）
の助成により作成されました。


